
10月
８
・
９
・

10日
東
・

中
・
南
予
の
自
治
体
単
組
と

28日
公
務
公
共
職
場
へ
『
県

本
部
統
一
要
求
書
』
を
提
出
。

重
点
要
求
と
し
て
「
人
材

確
保
に
つ
な
が
る
初
任
給
改

善
と
す
べ
て
の
職
員
の
給
与

水
準
の
底
上
げ
」
「
住
居
手

当
を
改
定
し
な
い
こ
と
」

「
超
過
勤
務
縮
減
と
各
種
休

暇
取
得
促
進
で
働
き
や
す
い

職
場
環
境
の
整
備
」
「
『
両

立
支
援
』
で
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
づ
く
り
」
「
非
正
規

職
員
の
処
遇
改
善
と
安
定
雇

用
に
つ
な
が
る
『
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
』
」
な
ど
、

改
善
を
求
め
ま
し
た
。

会
計
年
度
職
員
制
度
に
つ

い
て
「
遅
く
と
も

12月
議
会

で
条
例
制
定
」
「
年
収
ベ
ー

ス
で
は
引
き
上
げ
も
財
政
負

担
が
大
き
い
」
と
の
見
解
。

住
居
手
当
で
は
「
県
人
勧
は

見
送
っ
た
。
近
隣
の
市
町
の

状
況
を
見
て
判
断
し
た
い
」
。

給
与
改
善
に
つ
い
て
は
「
初

任
給
の
号
俸
引
き
上
げ
を
予

定
」
「
人
材
確
保
に
苦
労
し

て
お
り
、
初
任
給
は
検
討
」
。

職
場
環
境
で
は
「
退
勤
管
理

の
電
子
化
進
め
、
差
が

30分

を
超
え
る
場
合
は
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る
」
「
初
の
男
性
育

休
取
得
者
が
あ
っ
た
」
な
ど

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

10月

21・

25日
、
医
療
介

護
評
は
県
医
労
連
と
と
も
に

愛
南
町
・
宇
和
島
市
、
西
予

市
・
大
洲
市
で
「
自
治
体
病

院
・
介
護
施
設
要
請
」
を
実

施
。
厚
労
省
が
「
再
編
が
必

要
な
公
的
病
院
」
を
９
月

26

日
公
表
し
「
県
内
６
病
院
が

対
象
」
と
さ
れ
た
問
題
や

「
職
員
確
保
に
向
け
た
労
働

条
件
改
善
」
な
ど
要
請
し
懇

談
。
市
立
宇
和
島
病
院
（
写

真
）
で
は
「
厚
労
省
の
公
表

後
、
職
員
に
『
病
院
と
し
て

の
対
応
』
を
説
明
し
た
」
、

宇
和
島
市
立
津
島
病
院
「
新

聞
報
道
の
日
に
病
院
運
営
会

議
が
あ
り
、
院
長
か
ら
職
員

に
『
動
揺
し
な
い
よ
う
に
』

と
話
が
あ
っ
た
」
、
宇
和
島

市
立
吉
田
病
院
「
病
院
の
再

建
計
画
策
定
段
階
で
の
公
表

と
な
り
、
現
在
の
計
画
は
保

留
せ
ざ
る
を
え
な
い
」
、
西

予
市
「
会
計
年
度
職
員
制
度

は
、
医
療
職
の
給
料
設
定
の

水
準
は
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
へ
相
応
の
上
限

設
定
は
で
き
た
と
考
え
て
い

る
」
な
ど
コ
メ
ン
ト
が
あ
り

ま
し
た
。

自
治
労
連
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

の
仲
間
の
交
流
を
深
め
、
い
っ

そ
う
の
要
求
と
組
織
前
進
を

め
ざ
す
た
め
「
定
期
総
会
・

事
前
会
議
」
を
開
催
し
ま
す
。

12月
７
日
、
え
ひ
め
共
済

会
館
に
て
午
前
中
、
部
評
総

会
と
活
動
交
流
会
を
開
催
。

午
後
の
学
習
会
で
は
「
住
民

の
た
め
、
自
分
の
た
め
、
い

い
仕
事
っ
て
何
だ
ろ
う
！
」

の
テ
ー
マ
で
『
民
主
的
自
治

体
労
働
者
論
』
の
実
践
を
自

治
労
連
本
部
前
委
員
長
の
猿

橋
均
さ
ん
が
「
大
阪
弁
」
で

わ
か
り
や
す
く
語
り
ま
す
。

10月

17・

18・

19日
、
自

治
労
連
第

31回
全
国
ス
ポ
ー

ツ
大
会
《
軟
式
野
球
》
は
、

松
山
中
央
公
園
「
坊
っ
ち
ゃ

ん
ス
タ
ジ
ア
ム
＆
マ
ド
ン
ナ

ス
タ
ジ
ア
ム
」
で
小
雨
模
様

の
な
か
予
定
通
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

県
勢
チ
ー
ム
で
は
、
新
居

浜
市
職
労
チ
ー
ム
（

30年
ぶ

り
２
回
目
）
は
優
勝
し
た
島

田
市
労
連
チ
ー
ム
（
静
岡
県
）

に
１
点
差
で
惜
敗
！
西
条

市
職
労
チ
ー
ム
（
初
出
場
）

が
『
準
優
勝
』
と
大
健
闘
。

県
本
部
単
組
か
ら
の
現
地

ス
タ
ッ
フ
＝
実
数

47人
・
の

べ
１
０
０
人
が
全
国
の
仲
間

を
温
か
く
歓
迎
し
、
３
日
間

の
大
会
を
支
え
ま
し
た
。
速

報
班
で
参
加
の
ス
タ
ッ
フ
か

ら
「
や
っ
ぱ
り
ス
ポ
ー
ツ
は

い
い
で
す
ね
！
み
ん
な
で

選
手
の
健
闘
を
讃
え
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

※2019人勧～秋季年末の《共通重点要求》

① ６年連続の「本俸」「期末手当」引き上げ、人材確保のため初任給・若年給与改善を求めます。

②「住居手当の見直し」は、地域の実情にあわせて県勧告同様に改定しないことを求めます。

③ 客観的な労働時間把握と実際の勤務時間との検証・乖離是正で労働時間縮減を求めます。

④ 育休代替の正規職員配置や疾病治療の両立支援で働き続けられる休暇制度拡充を求めます。

⑤ 非正規労働者の雇用安定と処遇改善につながる会計年度任用職員の制度具体化を求めます。

⑥ メンタルヘルスやハラスメント対策など全ての職員が安心できる職場づくりをめざします。

【町村評】県町村会長（内子町長）へ「人材確保に向け魅力ある職場づくり」を要請

10／25（金）町村職評議会は、県町村会長の稲本内子町長に『県本部統一要求書』を提出し要請を実施（写真、県自治会館）。久万高原町

職・和田委員長、内子町職・福森書記長、県本部・高尾委員長と堀川書記次長が参加しました（コメント抜粋要約・文責県本部）。

稲本会長から「要望は各町長に伝える。自治労連でも『職員確保へ地元の役場へ応募しよう』とよびかけてほしい。特に保育・介護で若い

人の力を発揮してもらいたい」「県内の町では会計年度職員制度の条例改定は12月議会が多い。組合とも協議していきたい」「ストレスや心

の病が増えている。パソコンを使う時間が長く、日程に余裕がない仕事がいろいろあると感じる」「医師・看護師確保は全県的な問題、知事

にも要望している。厚労省の病院名公表はもっと慎重にやってほしい」とコメントがありました。同日「県本部町村評総会」も開催しました。

（１） 第５１４号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１９年 １１月１５日

第 ５１４ 号

日 程

【11月】

17 第60回地方自治研究愛媛

県集会（宇和島）

18 県民大運動・県予算要求

交渉（県庁）

21 県本部第３回拡大執行委

員会・単組代表者会議・県

振興課要請

23 地域医療を守る運動全国

集会（東京）

25 松山市職労定期大会

【12月】

７ 四国ブロック定期総会・

事前会議（松山）

14 県本部第６回拡大執行委

員会・単組代表者会議

要求活動・組織強化学習交

流会（県本部）

15 県本部女性部定期大会

21 自治労連組織集会

（大阪～22）

医療介護評幹事会

【１月】

10 愛媛労連旗びらき集会



10月

26日
愛
媛
労
連
「
み

か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に

14

人
（
自
治
労
連
６
人
）
が
参

加
。
貸
切
バ
ス
で

10

時
に

「
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
立
間
支
所
」

に
到
着
。
出
迎
え
た
清
家
セ

ン
タ
ー
長
が
「
よ
く
来
て
い

た
だ
い
た
。
『
農
家
の
納
屋

に
あ
る
荷
物
搬
出
』
と
『
土

の
う
づ
く
り
』
の
２
班
に
分

か
れ
て
作
業
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
さ
っ
そ

く
２
つ
の
作
業
班
に
分
か
れ

て
現
地
に
向
か
い
ま
し
た
。

土
の
う
づ
く
り
班
は
、
土
砂

が
流
出
し
た
ま
ま
の
「
み
か

ん
畑
」
ま
で
案
内
し
て
も
ら

い
、
地
元
農
家
の
女
性
か
ら

状
況
説
明
を
う
け
、
作
業
を

開
始
。
各
自
が
作
業
し
約
４

時
間
で
「
土
の
う
袋
」
６
０

０
個
を
作
り
ま
し
た
。
作
業

終
了
後
に
は
農
家
さ
ん
か
ら

お
土
産
の
み
か
ん
と
柿
を
い

た
だ
き
、
帰
路
の
バ
ス
内
で

い
た
だ
く
と
「
や
っ
ぱ
り
吉

田
の
ミ
カ
ン
は
お
い
し
い
」

と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は

10月

19日
、

青
年
部
主
催
「
バ
ブ
ル
サ
ッ

カ
ー
大
会
」
を
開
催
。
前
年

を
上
回
る

30人
が
参
加
。
今

回
は
青
年
部
に
限
ら
ず
参
加

者
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
青
年

部
Ｏ
Ｂ
８
人
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
試
合
は
全
５
チ
ー

ム
に
よ
る
リ
ー
グ
戦
と
上
位

２
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
恐
る
恐
る

プ
レ
ー
し
て
い
た
参
加
者
も
、

慣
れ
て
く
る
と
勢
い
よ
く
激

突
す
る
な
ど
『
白
熱
プ
レ
ー
』

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、

市
民
課
中
心
の
『
k
i
n
g
e
t
u

o
』
が
優
勝
し
連
覇
！
税
務

課
中
心
の
『
ナ
ベ
ケ
ン
ス
タ

イ
ル
』
が
準
優
勝
。
優
勝
チ
ー

ム
に
は
賞
金
、
準
優
勝
チ
ー

ム
に
は
ホ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
贈

呈
。
夕
方
「
懇
親
会
」
で
は

楽
し
く
世
代
間
交
流
を
は
か

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院

労
組
は

10

月

25

日
、

青
年
部
「
秋
の
学
習

＆
交
流
会
」
を
開
催

し
、

13

人
（
う
ち
新

採
２
人
）
が
参
加
。

久
野
青
年
部
長
に
よ

る
乾
杯
の
後
、
労
金

担
当
者
か
ら

10

月
か

ら
始
ま
っ
て
い
る

「
ろ
う
き
ん
ア
プ
リ
」

を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

交
流
会
は
『
若
者
ら
し
く
職

種
を
超
え
た
楽
し
い
会
』
に

な
り
ま
し
た
。
青
年
部
幹
事

が
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
企
画

の
参
考
に
「
参
加
者
の
率
直

な
意
見
を
聞
い
て
み
た
い
。

気
軽
に
で
き
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
よ
う
」
と
ア
ン
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
を
作
成
し
て
、
１

次
会
終
了
後
に
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
参
加
者
全
員
が
「
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
！
」
と
い
う

結
果
で
し
た
。

今
治
市
職
は

10

月

31

日

「
定
期
大
会
」
を
開
催
し

50

人
が
参
加
。
佐
々
木
委
員
長

が
「
『
働
き
方
改
革
』
で
残

業
し
な
い
よ
う
言
わ
れ
る
が
、

人
員
不
足
の
実
態
は
変
わ
ら

な
い
。
来
年
４
月
の
『
会
計

年
度
職
員
制
度
』
で
は
処
遇

改
善
と
人
材
確
保
を
求
め
て

い
く
」
な
ど
あ
い
さ
つ
。
運

動
方
針
で
は
「
現
在
の
賃
金

水
準
や
労
働
条
件
は
先
輩
や

私
た
ち
が
勝
ち
取
っ
た
積
み

重
ね
の
成
果
。
労
働
条
件
は

良
く
も
悪
く
も
変
わ
っ
て
い

く
。
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
の

拡
大
と
働
き
が
い
の
あ
る
今

治
市
役
所
を
め
ざ
そ
う
！
」

な
ど
提
案
。
保
育
部
会
・
青

年
部
・
女
性
部
・
給
食
部
会

が
発
言
し
、
西
原
書
記
長
が

「
今
日
の
大
会
で
『
組
合
は

組
合
員
に
支
え
ら
れ
て
い
る
』

と
実
感
し
た
」
と
討
論
を
ま

と
め
、
す
べ
て
の
報
告
・
提

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

内
子
社
協
労
組
（
コ
コ
ロ

ユ
ニ
オ
ン
）
は

10

月

18

日

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
＆
懇

親
会
」
を
開
催
し

21人
が
参

加
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は

『
五
城
保
育
園
』
ホ
ー
ル
で

各
園
対
抗
の
「
メ
ジ
シ
ン
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
」
「
大

縄
跳
び
」
「
真
っ
暗
闇
の
宝

探
し
」
を
３
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
行
い
ま
し
た
。
「
大
縄

跳
び
」
で
は
、
予
想
を
上
回

る
回
数
を
記
録
す
る
な
ど
、

会
場
全
体
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
レ
ク
終
了
後
は
場
所

を
移
動
し
て
「
懇
親
会
」
を

行
い
ま
し
た
。
途
中
参
加
の

先
生
も
加
わ
り
、
日
頃
の
仕

事
の
疲
れ
も
忘
れ
て
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

10

月

26

日
、
自
治
労
連

「
青
年
未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
《
青
プ
ロ
四
国
》
」
第

３
回
実
行
委
員
会
に
四
国
４

県

14人
が
参
加
。
２
０
２
０

年
６
月

27～

28日
（
土
日
）

香
川
県
さ
ぬ
き
市
＆
三
木
町

で
開
催
の
「
企
画
案
」
を
協

議
・
確
認
し
ま
し
た
。
１
日

目
午
後
「
レ
ク
＝
運
動
会
」
、

夕
方
「
交
流
会
」
で
ま
ず
参

加
者
の
親
睦
を
深
め
、
２
日

目
「
全
体
会
」
は
、
基
調
講

演
、
各
県
発
表
、
グ
ル
ー
プ

ト
ー
ク
を
行
い
ま
す
。
各
県

報
告
は
、
愛
媛
・
高
知
は

「
西
日
本
豪
雨
災
害
」
、
徳

島
「
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

の
活
動
」
、
香
川
「
水
道
事

業
の
広
域
化
・
全
県
一
元
化
」

と
す
る
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
、

運
動
会
（
仮
）
で
の
競
技
内

容
（
災
害
時
対
応
・
頭
を
使

う
ゲ
ー
ム
、
四
国
４
県
の
特

色
生
か
し
た
ゲ
ー
ム
な
ど
）
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
テ
ー
マ

決
め
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
企
画
を
正
式
決
定
し
、

参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

■
今
年
も
あ
と
２
か
月
程
に

な
り
、
来
年
の
手
帳
や
カ
レ

ン
ダ
ー
を
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
月
日
だ
け
が

ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
い
き
、
頭

が
な
か
な
か
追
い
つ
い
て
い

け
な
い
と
感
じ
る
の
は
私
だ

け
な
の
で
し
ょ
う
か
…
。

（
西
条
・
山
内
）

■
私
の
住
ん
で
い
る
町
に
も

秋
祭
り
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

写
真
を
趣
味
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
今
年
も
太
鼓
台
の
写

真
を
と
思
っ
て
い
ま
す
。
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
四
国
中
央
・
笹
本
）

■
職
場
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し

て
、
肘
と
腰
を
傷
め
ま
し
た
。

バ
レ
ー
、
バ
ス
ケ
に
続
い
て
、

自
分
の
中
で
体
を
悪
く
す
る

ス
ポ
ー
ツ
の
仲
間
入
り
で
す
。

（
今
治
・
白
石
）

■
保
育
園
が
無
償
化
に
な
り

ま
し
た
が
、
保
育
士
さ
ん
を

増
員
す
る
と
か
、
待
機
児
童

を
な
く
す
た
め
に
保
育
園
を

増
や
し
た
方
が
今
後
の
た
め

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

（
西
予
・
三
好
）

■

10月
２
日
美
容
院
に
行
っ

た
。
店
内
は
ガ
ラ
ガ
ラ
。
美

容
師
さ
ん
い
わ
く
「
消
費
税

が

10％
に
な
っ
た
昨
日
か
ら

暇
で
す
」
と
。
皆
さ
ん
か
し

こ
い
で
す
。

（
西
条
・
杉
）

■

40代
に
突
入
し
ま
し
た
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
頑
張
っ
て
み

よ
う
か
な
。

（
四
国
中
央
・
大
西
）

■
パ
ズ
ル
の
お
か
げ
で
、
子

ど
も
に
絵
本
を
買
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
！

（
西
予
・
井
上
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５１４号

２０１９年 １１月１５日

■
５
１
２
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
レ
オ
ナ
ル
ド
ダ
ビ
ン

チ
」
で
し
た
。
正
解
は
９
通

で
し
た
。
正
解
者
の
な
か
か

ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬

称
略
）

白
石

聡
（
今
治
）

三
好
美
智
子
（
西
予
）

越
智
崇
典
（
今
治
）

山
内
真
由
美
（
西
条
）

笹
本
與
志
雄
（
四
国
中
央
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

12月

27日
【
発

表
】
５
１
６
号
（
１
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①バー・キャバレーなどで接客する女性。

その華やかさから

④国連常任理事国は米、英、中、仏、露の

○○○○

⑦農作物の根元に土を寄せかけること

⑧エクアドルはスペイン語で○○○○の意味

⑨取引などをうまく運ぶために裏で渡す金銭

【タテのカギ】

①児童福祉法に基づく児童福祉施設の一

②遺骨を納める堂

③ほろ○○、いざ○○、○○どれ

⑤あらかじめ相談して○○○○をあわせる

⑥商売などで相手を信用させるために

見せる現金

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

太
平
洋
と
日
本
海
を
結
ぶ
、
歌
で
も
有
名
な
…

に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


